
　

通
常
総
代
会
に
は
総
代
５
０
０
名
の

う
ち
、
実
出
席
２
３
７
名
、
書
面
議

決
２
２
０
名
、
委
任
状
２
名
の
合
計

４
５
９
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
佐
藤
組
合
長
が
「
全
て
の

事
業
が
厳
し
い
事
業
展
開
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
中
で
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
、
ご
協
力
に
よ
り
６
，４
１
９
万

円
の
当
期
剰
余
金
を
計
上
し
、
引
き
続

き
、
出
資
配
当
を
提
案
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
年
度
は
、
第
七
次
３
ヶ
年
計

画
の
２
年
度
と
し
て
、
計
画
を
確
実
に

実
行
し
て
行
く
と
共
に
、
厳
し
い
経
営

環
境
を
直
視
し
、
将
来
を
見
据
え
た
事

業
運
営
の
改
革
を
着
実
に
進
め
、
組
合

員
へ
の
メ
リ
ッ
ト
還
元
の
実
現
を
目
指

す
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
永
年
勤
続
表
彰
や
来
賓
祝

辞
が
行
わ
れ
、
藤
本
信
昭
さ
ん
（
藤
里

地
区
）
を
議
長
に
議
事
が
開
始
し
、
事

業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
な

ど
全
４
議
案
を
含
む
全
て
の
提
出
議
案

が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
２８
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

組
合
員
の
脱
退
等
に
よ
り
出
資
金

の
期
末
残
高
は
２１
億
８
，８
０
０
万

円（
前
年
対
比
２
，６
３
０
万
円
減

少
）
と
な
り
、
自
己
資
本
の
期
末

残
高
は
２９
億
７
，９
９
４
万
円（
同

２
，４
７
１
万
円
増
加
）と
な
り
ま
し
た
。

期
末
の
自
己
資
本
比
率
は
１２
．５
％

（
同
０
．９９
％
減
少
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
不
良
債

権
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
へ
の
経
営
指

導
に
よ
る
延
滞
解
消
な
ど
に
努
め
、
不

良
債
権
比
率
は
２
．６９
％
（
同
０
．５１
％

減
少
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
営
収
支
に
お
い
て
は
、
貸
出
金
の

減
少
や
長
期
共
済
新
契
約
高
の
伸
び
悩

み
と
保
有
高
の
減
少
お
よ
び
固
定
資
産

減
損
損
失
の
計
上
（
３
，
３
５
０
万

円
）
と
職
員
賞
与
引
当
金
繰
入
の
増
加

（
同
１
４
３
．
２
％
）
な
ど
あ
り
ま
し

た
が
、
不
良
債
権
の
削
減
に
よ
る
貸
倒

引
当
金
繰
入
額
の
減
少
、
ね
ぎ
を
は

　６月２８日に『第１９回通常総代会』を、能代市文化会
館で開催し、平成２８年度事業報告や定款附属書役員選
任規程の一部変更、役員の選任など全４議案のほか、
付帯決議を協議し、それぞれ原案通り承認されました。
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将
来
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見
据
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事
業
運
営
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を
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実
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